




















埼玉大･理 元 屋 清一郎
Fe｡.7Al｡.3付近の組成をもつ合金は高温側から常磁性-強磁性-常磁性-スピングラスと
いう複雑な磁気転移を示すことが知られている｡中性子散乱 (弾性及び非弾性 )によってこの
物質の示す転移のメカニズムを微視的に調べた｡強磁性相の高温部や Tc以上の常磁性相にお
けるふるまいには正常な強磁性体におけるふるまいとの差は見られない｡しかし,強磁性相の
低温部分においては非弾性散乱スペクトルにスピン波散乱によるピークの他に準弾性散乱ピー
クが現われ,温度の低下につれて前者の強度が減少し後者の強度が増加する｡またスピン波ス
ティフネス定数も温度の低下とともに減少する｡スピン波散乱はその波長に比べて十分大きい
領域にわたる強磁性秩序内での励起であり,他方ここでみられる準弾性散乱は有限の相関距離
を持つクラスターからのものである｡2種類の散乱の共存,相対強度の温度変化は, ｢強磁性
相｣において温度の低下につれて無限につながった強磁性ネットワークから有限サイズのクラ
スターが次々と切 り離されて強磁性ネットワークの体積が減少し,ついにある温度でそれ迄無
限につながっていたネットワークが断ち切られて長距離秩序が消失することを示している｡こ
こで秩序を破壊する働きをしているのはこの物質内部に生じた ｢ランダム磁場｣の効果である
と考えられる｡
またこうして長距離秩序が消失した状態において外部から-様な静磁場をかけると,長周期
の反強磁性構造が現われるという奇妙な現象が最近みつかった
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